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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月16日(2017.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１および第２の通信システムを含む無線通信の方法であって、前記第１の通信システ
ムは互いに通信する少なくとも第１のノードおよび第２のノードを有し、
　前記第１のノードのプロトコルスタックを修正し、前記修正は前記プロトコルスタック
を層の第１の部分と層の第２の部分とに分割することを含み、層の前記第１の部分と層の
前記第２の部分は１つ以上のデータペイロードを処理するよう構成され、
　前記第１のノード内で層の前記第１の部分を実行して、前記第２のノードに層の前記第
２の部分を実行させ、
　前記第２の通信システムを介して前記１つ以上のデータペイロードを伝達する、
ことを含み、
　層の前記第１の部分と層の前記第２の部分とを組み合わせて実行することにより前記第
１の通信システム内の少なくとも１つの論理エンティティとの通信を可能にする、
無線通信の方法。
【請求項２】
　前記第１のノードはハンドセットを含み、前記第２のノードは論理的セルラ基地局シス
テムを含み、前記第２の通信システムは無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）で
ある、請求項１記載の無線通信の方法。
【請求項３】
　前記ハンドセットはロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ユーザ機器（ＵＥ）を含
み、前記ＷＬＡＮ　ＡＰは論理的ＬＴＥエンハンスドノードＢ（ｅＮＢ）を含み、セルラ
ネットワークはＬＴＥ第４世代（４Ｇ）システムを含み、前記第２の通信システムはＷＬ
ＡＮネットワークを含む、請求項２記載の無線通信の方法。
【請求項４】
　前記プロトコルスタックの前記分割の動作は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）プロトコルスタックの無線リンク制御（ＲＬＣ）層と媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層の
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間の前記プロトコルスタックの分割を含む、請求項２記載の無線通信の方法。
【請求項５】
　前記第２の通信システムを介して安全でないオープンモードの層の前記第１の部分と層
の前記第２の部分の間にアクセストンネルを与えることを更に含む、請求項１記載の無線
通信の方法。
【請求項６】
　前記第２の通信システムを介して安全なクローズドモードの層の前記第１の部分と層の
前記第２の部分の間にアクセストンネルを与えることを更に含む、請求項１記載の無線通
信の方法。
【請求項７】
　前記第１のノードでＷｉ-Ｆｉオーバーロングタームエボリューション（ＷｏＬＴＥＮ
）ソフトウエアアプリケーションを実行することを更に含む、請求項１記載の無線通信の
方法。
【請求項８】
　前記第２のノードにネットワークＷｏＬＴＥＮエージェントアプリケーションを実行さ
せることを更に含む、請求項７記載の無線通信の方法。
【請求項９】
　前記ＷｏＬＴＥＮソフトウエアアプリケーションと前記ＷｏＬＴＥＮエージェントの間
にＷｏＬＴＥＮ専用の制御チャネルを確立することを更に含む、請求項８記載の無線通信
の方法。
【請求項１０】
　前記ＷｏＬＴＥＮソフトウエアアプリケーションは多重化および逆多重化（ＭＵＸ／Ｄ
ｅＭＵＸ）バッファを含む、請求項９記載の無線通信の方法。
【請求項１１】
　前記ＷｏＬＴＥＮエージェントアプリケーションは多重化および逆多重化（ＭＵＸ／Ｄ
ｅＭＵＸ）バッファを含む、請求項９記載の無線通信の方法。
【請求項１２】
　前記第２のノードは１台以上のハンドセットと通信するよう更に構成される、請求項１
記載の無線通信の方法。
【請求項１３】
　前記第２の通信システムを介して前記第１の通信システムの前記第１のノードＲＬＣ層
と前記第２のノードＲＬＣ層の間にアクセストンネルを与えることを更に含む、請求項３
記載の無線通信の方法。
【請求項１４】
　第１および第２の通信システムを介する無線通信の方法であって、前記第１の通信シス
テムは互いにデータ通信する少なくとも第１のノードと第２のノードと、当該第１および
第２のノードに対応する第１および第２のプロトコルスタックとを有し、通常動作中、当
該第１および第２のプロトコルスタックはそれぞれ第１の部分および第２の部分を有し、
前記第１のノードの前記第１のプロトコルスタックの前記第１の部分および前記第２の部
分は、前記第２のノードの前記第２のプロトコルスタックの前記第１の部分および前記第
２の部分を使用して、１つ以上のデータペイロードを処理するよう構成され、
　前記第１のノードでの前記第１のプロトコルスタックの前記第１の部分を実行させて、
前記第２のノードでの前記第１のプロトコルスタックの置換された第２の部分を実行させ
、
　前記第２の通信システムを介して１つ以上のデータペイロードを伝達し、
　前記第１のノードでの前記第１のプロトコルスタックの前記第１の部分と前記第２のノ
ードでの前記第１のプロトコルスタックの前記置換された第２の部分の実行は協力して前
記第１の通信システム内の１つ以上の論理エンティティとの通信を可能にする、
無線通信の方法。
【請求項１５】
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　前記１つ以上のデータペイロードを通信する動作は、前記第１のプロトコルスタックの
前記第１の部分と、安全なクローズドモードでの前記第１のプロトコルスタックの前記置
換された第２の部分との間のアクセストンネルを生成することを含む、請求項１４記載の
方法。
【請求項１６】
　専用の制御トンネルで前記第２の通信システムを介して前記第１のノードと前記第２の
ノードの間の無線リンクを制御することを含む、請求項１４記載の方法。
【請求項１７】
　前記無線リンクを制御する動作は、前記無線リンクに対するバンド幅の割当てとチャネ
ルとを連携させることを含む、請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　第１および第２の通信システムを含む無線通信の方法であって、前記第１の通信システ
ムは互いに通信する少なくとも第１のノードおよび第２のノードを有し、
　前記方法は、
　前記第１のノードのプロトコルスタックを修正し、ここで、前記修正は前記プロトコル
スタックを層の第１の部分と層の第２の部分とに分割することを含み、層の前記第１の部
分と層の前記第２の部分は１つ以上のデータペイロードを処理し、
　前記第１のノード内で層の前記第１の部分を実行して、前記第２のノードに層のだまさ
れた第２の部分を実行させ、ここで、当該だまされた第２の部分は、層の前記第２の部分
と前記第２のノードの少なくとも１つの層との間の１つ以上の動作を最適化しており、
　層の前記第１の部分と層の前記だまされた第２の部分とを組み合わせて実行することに
より前記第１の通信システム内の少なくとも１つの論理エンティティとの通信を可能にす
るように、前記第２の通信システムを介して前記１つ以上のデータペイロードを伝達する
ことを含む、無線通信の方法。
【請求項１９】
　前記プロトコルスタックの前記分割の動作は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）プロトコルスタックの無線リンク制御（ＲＬＣ）層と媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層の
間の前記プロトコルスタックの分割を含む、請求項１８記載の無線通信の方法。
【請求項２０】
　前記１つ以上の動作の最適化は、前記第２のノードで前記少なくとも１つの層をバイパ
スすることを含む、請求項１８記載の無線通信の方法。
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